









































































































































































































































































































































































































現代化法」 に対応マニュアルをつく っていく と
いうことです。
　輸出窓口の一元化です。一応韓国からは日本
も輸出先進国と言っているわけですけれども。
マーケティングボードはオランダがよくやって
いるものです。統合的なマーケティングボード
が、基盤の整備からアレンジ、品質安全管理、
海外マーケティングまで全部やっているんです
けれども、そういった組織をこれから支援する。
　また、競争力を持っている輸出業者の育成。
最近まではそういった基準がなく 、輸出しよう
とする業者は全て対象にしていたわけですけれ
ども、最初から輸出にあまり向いていない小規
模業者は製造や生産に集中してもらおうとして
います。能力のあるものに対して支援するとい
うことです。
　それから、集団的マーケティングの強化です。
ばらばらではなく 、もっと効率的に集団からで
きた組織に支援をするということですね。また、
その集団的マーケティング活動の支援として、
市場別の特性とか消費トレンドを反映し、特定
の品目に特化したマーケティングを行う。
　中国の乳児食品はかなり店舗があるようで、
アメリカのお米加工食品とか、ハラールに韓国
の高麗人参でつくった紅参とか。最近はいろん
なポップアップストアーなどを考えるようで
す。また、現地の流通網を活用するかたちでや
ります。
　肝心なこととして、農家所得との連携をどう
するかということでですが、国産原料を利用す
ることが重要です。特に製造によって６次産業
化で認証された事業者がいるんですけれども、
有機食品、食品名人、こういった国産の原料を
よく 使っている業者を支援するということで
す。
　これは農産物、食品だけではなく 、農業関係
の前方、後方の、農業をしたい、肥料や農薬、
農機械、種子。また農業施設、スマートファー
ムというんですが、そういったものをつく る技
術まで輸出するという考えを持っています。今
年初めて、大学との研究も始まっています。
　これは、今まで申し上げた内容を、関係のあ
る機関が協業体制をつく って持っていく と。さ
らに輸出拡大に向けての連携体制ということ
で、農林職員を中心として、室長段階では月１
回、また局長段階ではワーキンググループをつ
く っての会議が週１回ということで、どんどん
輸出促進に向けていくんだという意志を示して
いるものです。
　これから日本に倣って、農業分野におきまし
てまた韓国と一緒に連携ができたらと願って発
表を終わりたいと思います。よろしくお願いい
たします。
（ 講演２： 終了）
質疑応答
○司会　金先生、どうもありがとうございまし
た。それでは早速、質疑応答に入りたいと思い
ます。よろしく お願いします。
○会場１　お話をありがとうございました。金
先生の話の中で、韓国は日本に比べて直接的な
支援が多く 、日本は間接的な支援が多いという
ことでした。現在日本において、細かく言えば
市町村単位で輸出までやろう、農家単位でしよ
うということを個々 はそれぞれやっている。も
ちろん国もいろんな支援等を構築しているとこ
ろでございますけれども。
　先生から見て、今の日本がアジア方面にどん
どん輸出を拡大しようとしていく中で、国や市
町村、県、自治体等は、それぞれどういった役
割を担っていくべきかというのを、韓国の事例
から見た視点としてお話ししていただければと
思います。よろしくお願いします。
○金　きちんとした制度として、それができて
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いるわけではありませんが、自治体は自分の、
今は本当に地域の問題で農業拡大と言っていま
すが、おかしいこともやっているし、地域その
ものの人口が少なく 、すごく問題なんです。そ
れなら人口を増やすためにはどうするんだとい
うことで農業振興をしないといけないし、また
ＵターンやＩ ターンを積極的にしないといけな
いという状況にまできているんですが、それを
するための手段としては輸出を考えないといけ
ないというところもあります。
　また、国の支援の対象になるまでのことは、
だいたい市町村がやることですね。支援。道庁、
また国のところで支援の対象になるようにする
というかたちでやっております。
○会場２　どうもありがとうございました。10
年以上前に実は大邱亀尾（ テグクミ） にありま
す農業団地を見学させていただきました。日本
に比べて素晴らしいなと思いまして、そこで
作っておりましたチマサンチュを日本に持って
こようとしたことがありました。
日本で焼き肉を家族でも食べるときのレタスの
一種です。結論から言うと、先ほどの伊藤先生
の農水省の検疫の問題は置いておいて、そこが
一番課題でもあったんですけれども、置いてお
いたら駄目だったんですよ。なぜかと言うと、
大邱亀尾のほうが日本に近いので、生鮮食品、
青葉でも日持ちは大丈夫だろうと思いまして日
本にテスト的に持ってきたところ、くにゃっと
なりまして、しなれて、もう使い物にならなかっ
たんです。
　その後、おそらくいろいろ技術も発展してい
ると思うんですけれども、やはり主要として、
今先生が述べられたもので、輸出に向いている
優秀食品の発掘と書いてあります。これはほと
んど加工食品で、発芽玄米にしても、１次生産
者がそのまま潤うようなかたちではなく 、加工
の方たちには入ると思うんですが、冒頭に述べ
られた農水生産者が直接潤うということは、あ
まりあり得ないんじゃないかと思っておりま
す。その中でもって、さらなる輸出拡大と書い
てあるんですけれども。
　何を言いたいかというと、その時のチマサン
チュの例からいうと、パプリカで成功したよう
な例があるわけですから、やはり生鮮食品を本
業に入れて輸出するのが本筋だと思うんです
ね。それは皆さん受け入れやすいものですから。
加工食品は好みがありますからね。
　ところが、この生鮮食品をやるためには、政
府の輸出支援の中で鮮度維持剤の支援、購入費
用の支援と書いてありますけれども、それでは
難しい。生鮮食品を保持できるリーファーコン
テナが重要だと思います。コンテナの中に東南
アジアまで出すためだったら２週間生鮮を、チ
マサンチュがしなれないようなかたちのテクニ
カル的なところを突き詰めたほうがいいと思い
ます。私はそう思います、過去の失敗例から。
以上です。
○金　鮮度維持剤とかは、ちょっと技術的に私
は分かりませんが、たぶん検疫なんかに通る程
度の維持剤だと思います。それはちょっとよく
分からないですが、もちろんそれが農産物その
ものに影響があったりすると駄目だとは思いま
す。
　それから、鮮度の問題で輸出できないものは
たく さんあります。韓国のジレンマでもありま
すけれども、鮮度維持ができないものは輸出し
ようとしていないです。今のところ技術がそこ
まで行っていないということです。
　成功事例はあったとしても、今まで失敗した
事例がもっと多いんですね、日本に輸出しよう
と思って。花卉類のバラもそうですし、ナスに
似た野菜も以前は日本に輸出していたんです
が、最近輸出できなく なったわけです。まあ、
日本だけを狙っているんじゃないです。これで
よろしいですか。
○会場２　ありがとうございます。
○会場３　Ｊ Ａ福岡市の者です。大変輸出に力
を入れているところがよく分かりましたが、資
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料中に、農協、あるいは農協中央会という言葉
が若干出てきております。輸出戦略を強める上
での農業協同組合が果たす役割を、もう少しあ
りましたら教えていただきたいと思います。
○金　生産団地の管理、生産団地を造成するの
に少し役割をしたり、また輸出、農協が農協貿
易という貿易会社をつく っております。その農
協貿易をもって、つまり農協でありますけれど
も、輸出企業なんです。農協は輸出企業として
働くわけです。
○会場４　資料の中で、これまでの輸出対策の
流れと成長と限界などで、限界の部分で課題と
して挙げられたのが、農家所得につながる力、
部分がちょっと不足していると書いてあったん
ですけれども、実際この部分の解決のために取
り組んでいらっしゃる施策とかはございます
か。
○金　あまり今のところソリューションがない
というか、日本では昔から食の連携といって、
いろんな事業をやったわけですけれども、例え
ば制度的にはこういったものがあります。
　 うちのところでも国家食品クラスターをつ
く ってきたわけですけれども、最初それをつく
るときは、海外諸国から原料を持ってきて、加
工して、またアジアの全域に高付加価値の食品
を生んだというかたちで食品クラスターを考え
たわけです。それが地域の反発なり、いろんな
ことがあって、その地域農産物を、今すでにも
う、それと連携した事業があるんですけれども、
市町村単位でそういった、日本で言えば食品ク
ラスターみたいな小さいクラスターをつく って
支援をするわけです。それを国家食品クラス
ターと連携して輸出するようなかたちですれば
農家につながるんじゃないかという考えを持っ
ております。
○会場４　分かりました。ありがとうございま
す。
○ 司会　議論は多数あると思いますけれども、
これも懇親会の場でぜひ深めていただきたいと
思います。金先生、どうもありがとうございま
した。
○金　ありがとうございました。
（ 終了）
